



















の ad te、神への対向性としての ad teが引き起こされると論じる。本研究は、『告白
録』において心の不安から引き起こされる ad te(3)とその反対の意味を持つ abs te（a 
te）の用例をすべて分析することによって、ad teと abs te（a te）の神学的意味を探り、
心の不安と「存在への欲求」との関係








（2）Werner Schultz, Die Theologia Cordis bei Augustin und Schleiermacher, in Schleiermacher und der 
Protestantismus, 1957, S.105. (1)~(5)については先行研究において論じる。


































（4）本研究において取り上げている先行研究のほかに、ad teと abs teの意味や不安な心の意味を紹介
する次のような研究がある。[1]Werner Schultz, Die Theologia Cordis bei Augustin und Schleiermacher, 
in Schleiermacher und der Protestantismus, 1957, S.105.; [2]James J. O'Donnell, Augustine :Confessions, 
Oxford:Clarendon Press, 1972, vol.II, p.13.; [3]荻野弘之「QUAERERE INVOCANS : アウグスティヌス『告




10頁 .; [6]加藤武「INVOCARE ―『告白』序章 I,i,1における」『中世思想研究』第 36号，1994，22-23頁．



















えて、心の不安を褒め称え (laudare)、呼び求め (inuocare)、探し求め (quaerere)、語る
(loqui)ように駆り立てる胸騒ぎとして理解する。特に『告白録』における inquietus
の七つの用例 (8)の中で 13:9:10を取り上げて、この箇所の胸騒ぎ (inquieta)を上への










（6）R. Guardini, Anfang: eine Auslegung der ersten fünf Kapitel von Augustins Bekenntnissen, Munchen : Kosel-






















評価することができるであろう。しかし『告白録』に多く表れる ad teと abs teの用
例を分析しないため、『告白録』における ad teと abs teの用例を通して見られる心の
不安を詳しく解明しているとは考えられない。




けの声によって感じられ、この不安によって abs teの人間は、ad teという対向性の自
















感じられるものである。そして不安が人間にして abs teから ad teに促し、in teを可
能にするという。こうして彼は不安な心が非本来的自己から本来的自己への変化が生
じる道として、永遠者との邂逅・対話・帰依といった出来事が生じる場として捉えて
いるのである (15)。マクスザインのように金子は、不安から ad teという神への対向性
が生じることを認めながら、『告白録』に表れる ad teの用例に限らず、さらに abs te
と in teの用例まで分析することによって、より具体的に不安と不安な心の意味を解
明したに違いない。
　ところが地上での In teを ad teの終着地として理解しているという点は、回心後オ
スティアでの魂の上昇と、記憶探求を通した魂の上昇のように、ad teが究極的な安
息に入るまで常に進行的であることを考慮していないため生じる問題ではないか。こ






3.『告白録』における abs te（a te）と ad te の用例分析 (16)
　本研究は、『告白録』において、“神から離れて”、“神から遠ざかって”など神から
の分離や堕落の意味を持つ abs te（a te）の 45箇所すべて（abs te：18箇所、a te：26箇所、
ab te:1箇所）と、“神に向かって”、“神のもとに”など abs te（a te）の反対の意味と




(16) in teは究極的には天上での安息を意味し、この世において ad teを完成するとは考えられないため、本
研究においては、ad te, abs te, in teの構図ではなく、ad te, abs teの構図を採択する。
(17) そのほかに a vultu tuo（1:18:20）、ab eo（4:12:18）、a lumine tuo（5:3:4）、ab illo（12:15:19）、ad deum (4.12.19














8.10.22）、自分の重さ (肉の習慣、pondus hoc consuetudo carnalis 7.17.23)、被造物の
美しさ（10.27.38）、肉の欲（10.35.54）、手（13.1.1）などである。
　　「私たちがあなたから（a te）離れるようになった原因である伝染病のような快楽
から（a iucunditate pestifera ）」（1.14.23）






⑥ abs teは神を間違って模倣する（Peruerse te imitantur）ことと関わる。（2.6.14○b）
⑦ abs teは、人間が神から離れることであって、神の全能さ（2.2.3）や言葉や（2.3.7）
支配（2.6.14、4.9.14、5.2.2○b）や監視（5.2.2○a）が人間から離れたわけではない。














⑬ abs teの人生は不便である（dura sunt omnia）。（6.16.26）
⑭ abs teの人間は古い自分を殺さないため、永遠を味わえない。アウグスティヌス
は外部で喜びを求める人々とはちがって、自分は古い自分を殺したところで（ubi 




ければできません。あなたによって分散された私は集められ (20)（conligantur sparsa 
mea）、私に属するいかなるものもあなたから（a te）離れ去ることはありません。」
（10.40.65）








3-2. ad te の用例分析
① ad teは、神の創造によって神に向けて生きる存在として規定されていることを示
す。しかし ad teの存在として規定された人間は不安な心を持つ。 (1：1：1)







(20)  J. J. O'Donnell, op. cit., vol.III, p.240. オドネルはこの表現を追放され、散らされていたイスラエル人た
ちが神によって集められることして理解する（イザヤ 11:12）。そしてオドネルは『告白録』1:3:3の「あ
なたは私たちを分散させず、一つに集めます」（ nec tu dissiparis sed conligis nos.）という表現が、神聖
な存在の物質的破片への分散と全体性への回復という新プラトン主義的キリスト教の概念であるとい





⑥ ad teは赦しと癒しをもたらす。これは罪という病（peccatorum meorum languoribus）
の癒しや、悲しみの不幸からの癒しである。（2.7.15、4.7.12、5.12.22）






⑨被造物の ad teと被造物を通した ad teは魂の神秘的な上昇 (21)などと関わる。（5.1.1○a, 
5.1.1○b）








⑭（回心の時の ad te）アウグスティヌスはこの ad teにおいて妻やこの世のいかなる
希望も求めないことにする。 (8.12.30) 
⑮（エウォディウスの ad te）ad teを成し遂げた後、彼はこの世の官職を捨て、神の
みに仕えることにする。（9.8.17）



















⑲ ad teは神の神聖によるものであり、最上の安息（ad supereminentem requiem）をも
たらす。（13.7.8、13.4.5）
⑳ ad teは存在への変化をもたらす。アウグスティヌスは ad teの人間が暗闇（tenebrae）
から光（lux）へ、地獄から神の光を受ける存在へ変化したこと（13.12.13、8.4.9）
について述べる。（8.10.22、13.5.6、13.12.13）
4. abs te(a te) と ad te の構図における心の不安と存在への欲求との関係
　上記の用例分析をもとにして、以下においては abs teと ad teの神学的な意味と心
の不安と存在への欲求との関係を解明する。
　① abs teと ad teという対照的構図において、その使われた用例を分析してみれば、
abs teと ad teは主に移動や距離や方向を表す単語とともに使われていることが分か



































































　⑦一方 abs teの存在への隔たりによって生じる心の不安から、ad teの存在への欲求
が引き起こされるかどうかは、そして不安な心そのものが神への対向性の出発点と








を現すと同時に、非本来的自己を指す。そして conuerto、redeoなどの ad teの単語は、
本来的自己を示すと同時に、まだそれが現在の状態ではないことを指す。これは人間
がこの地上では、完全な abs teの克服と完全な ad teの成就を成し遂げることができ
ないことを意味し、この不確かさが心の不安を代弁するのである。この不安は、地上






















れば、『告白録』全体を貫いて反復している abs te（a te）と ad teの構図を通して現れる、
非本来的自己の状態から本来的自己に向かおうとする ad teの存在への欲求と、abs te
と ad teの間の不確かな状態である心の不安とは、それぞれ『告白録』を理解するに
おいて、重要なアウグスティヌスの内的関心と心理的状態であるにほかならないであ
ろう。
